
  

      

     ～全国つや姫フォーラム2015inながさきの様子～ 
                  ２０１５．９．２ 

 

 

 

 

 8月21日（金） 長崎県壱岐市にて「全国つや姫フォーラム2015inながさき」が開催され

ました。現在、「つや姫」は山形県、宮城県、長崎県、大分県、宮崎県、島根県の6県で作付

けされています。今回のフォーラムは、各県の生産者・関係者等合わせて約600名が参加しま

した。 

今号では、フォーラムの様子を中心に、前日夕方に参加した島内観光や交流会の様子につい

ても報告させていただきます。 

 島根県からは、つや姫マイスター、ＪＡ・県担当者合わせて16名が参加しました。 

 

 

■ フォーラム（8/21） 

 フォーラムの構成については、午前中は現地研修、午後は室内研修、夕方は交流会の3本立

てでした。 

 

 

 

① （農）原の辻（はるのつじ） 

H20.7に特定農業団体から法人化。弥生時代の「原の辻遺跡」に因み法人名命名。 

基盤整備事業に取り組む要件としては集落営農の設立が必要だったとのこと。 

経営面積は44haで、水稲の他、加工用玉葱、ブロッコリー、ミニトマト、加工にも取り組

んでおられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 全国つや姫フォーラム2015inながさきの記録・・・ 



② 大区画基盤整備営農状況について（一支国博物館見学含む） 

壱岐市は長崎県で諫早平野に次ぎ2番目の平野面積を有しています。 

島内ではH4～14年度まで基盤整備事業が実施されました（受益面積は334ha、事業費は88

億円）。 

事業に取り組むには集落営農の設立が要件でしたが、現在15組織が営農活動を展開してい

ます。うち11組織が法人化しています。 

長崎県で麦生産量第1位は壱岐市です。（壱岐市は麦焼酎発祥の地） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ＪＡ壱岐市 共同乾燥調製施設 

壱岐市は、米産出量が県内第2位の米どころです。 

H25 年度に、強い農業づくり交付金を活用し、ＪＡの共同乾燥調製施設を増設・再編統合

されました。（栽培品種、栽培法など多くのニーズに対応するため、小回りがきく50ｔの

乾燥施設を20基整備） 

H26年度には食味計を導入し、区分集荷を実践しています。さらに、つや姫については1.9mm

ふるい目で選別し、有利販売に向けた取り組みを展開されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一支国博物館 

博物館展望台から見た（農）原の辻のほ場 

共同乾燥調製施設 

早くも新米が・・・ 



④ （農）大左右ファーム（たいそうファーム） 

前身組織は水利組合で、H18に法人化。経営面積は約14haで、水稲の裏作で飼料作物約8ha

の作付があります。 

この法人のユニークな取組は、農村環境保全活動の啓発・普及、地域活性化のために集落

内で「かかしコンクール」を開催している点です。今年はつや姫を約6ha栽培していると

のこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■各県産地の取り組み状況について 

①長崎県 

 「壱岐産「つや姫」の取り組みについて」  ＪＡ壱岐市つや姫生産部会 松野部会長 

 H20にはコシヒカリの一等米比率が1%となり、高温登熟性に優れたつや姫への転換を図るこ

とになりました。試験栽培を経て、H24には生産者数95名の生産部会が発足しました。 

 生産部会では生育診断ほを設置する他、栽培講習会の実施、溝切り機の積極的な導入を進め

ています。 

 

②大分県 

 「宇佐市安心院町における「大分つや姫」の挑戦」  

                  大分県北部振興局農山漁村振興部  御領園主任 

 つや姫は認定生産者制度を採用。県全体では作付面積は微増傾向とのこと（H26：452ha→

H27：492ha）。 

 安心院町では食味向上に向けた取り組みを強化しており、今後は低タンパクなどの特徴を持

つ「安心院町極上米」を展開していく予定。 

 

 



③宮崎県 

 「宮崎県串間市における「つや姫」の取組」 

               ＪＡはまゆう稲作部会串間総支部  瀬治山副総支部長 

 宮崎県では今年度より「つや姫」の作付けを開始。ＪＡはまゆう管内は超早場米産地として

有名です。 

 2月に播種し、3月中旬には田植えを実施。7月下旬には成熟期となり収穫作業を迎えました。 

 育苗時の根張りはコシヒカリより良好で、品質も上々であったとのことです。 

 

④島根県 

「島根県での「つや姫」拡大に向けた取り組みとブランド米としての「石見銀山つや姫」

の概要について 

 島根県を代表して、ＪＡしまね石見銀山地区本部の矢田マイスターが事例発表されました。 

 石見銀山地区本部管内の「つや姫」は、卸会社と結びついた販売を展開しています。特に昨

年 10 月に「満天☆青空レストラン」で取り上げられ話題に。自らも番組に出演されたエピソ

ードなど紹介されました。 

 島根県では、今後、1.9mm ふるい目の全圏域への導入を目指し、売れる米づくりの展開を進

めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤宮城県 

「宮城県における「つや姫」の生産振興について」 

                宮城県農林水産部農産園芸環境課 千葉技術補佐 

「ひとめぼれ」、「ササニシキ」、「まなむすめ」の3品種で県内の作付面積9割を占める 

（3品種とも宮城県育成）。そのような背景から、作期分散の観点からも「つや姫」を導入し、

平坦地域を中心に作付が拡大しています。 

 

⑥山形県 

「山形県におけるつや姫栽培の取組み～「つや姫」お米はここまで美味しくなれる。～」 

                     山形つや姫マイスターの会 八鍬会長 

 H18、19の「つや姫」試験栽培の様子やデビュー秘話などについて紹介。 

 特に同県育成の「はえぬき」は H4 にデビューしたが、その直後から「つや姫」の育種がス



タート。「はえぬき」で培った販売方法、栽培技術が「つや姫」でも活かされているとのこと。 

「つや姫」を栽培している6県、「ともに頑張りましょう！」とエールを頂きました。 

 

■情勢報告 

 「ブランド米の流通状況について」 

       全農パールライス株式会社 執行役員 西日本事業本部 宮崎章営業部長 

 全農パールライスは全国第2位の米取扱量を誇る会社。コープこうべ、スシロー、白鶴酒造

など約800社と取引あり。 

   ～ 全農パールライスでの各県の「つや姫」の販売動向は？ ～ 

     山形県 … H27からプレミアム「つや姫」の扱いを開始。 

     宮城県 … 風評被害も薄れてきている。さらなる販売拡大を目指す。 

     島根県 … 関西圏を中心に評価を得ている。 

     長崎県 … 県内、福岡県への販売拡大を図っていく。 

     大分県 … コープこうべ商品として定着。 

     宮崎県 … 日本一早く出回る「つや姫」として販売。 

 

 

■講演 

 「「つや姫」産地に提案すること」 

                     株式会社スズノブ 西島豊造代表取締役 

 消費者嗜好は「こだわり or 価格」と 2 極化が進んでいる。いかにこだわりを持つ消費者を

取り込んでいくか…。 

 ブランド米を展開しなければ生産者所得の確保は難しいと言える。今までのブランド米の考

え方は変わってきており、消費者への提案、情報発信も産地として必要である。 

 各地域で栽培している米の特徴をよく整理して欲しい。同じ「つや姫」でも地域によってタ

イプが違うのは当然である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 力のこもった講演の様子 



 

 

 交流会は壱岐市副市長の歓迎あいさつ、地元高校生の和太鼓披露で始まりました。 

 料理は海の幸、壱岐牛、特産のアスパラガス、そして新米「つや姫」のおにぎりなどが振る

舞われました。 

 大いに盛り上がり、他県の生産者・関係者との交流を深めることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～番外編～ 

■ 島内観光（8/20） 

 長崎県壱岐振興局の皆さんにお世話になり、20 日の夕方は県外からの参加者を対象とした

島内「ちょこっと観光」に参加しました。壱岐の魅力の一端を堪能しました。 

 

① 岳の辻展望台（たけのつじてんぼうだい） 

壱岐島の最高峰で標高212m。この日は雨上がりで、山頂は霧がたちこめ見晴らしは悪い。

（天気だったら絶景だったろうに…。対馬もぼやけて見えた。） 

展望台付近には壱岐市出身の作詞家・松坂直美さんの「玄海ワルツ」の歌碑や復元され

たのろし台もありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



② 猿岩（さるいわ） 

島の西端の黒崎半島にある奇岩。想像していたよりもかなり“猿”めいていました。 

猿岩の近くには第二次世界大戦時に設置された砲台跡も。一度も火を吹くことなく、戦

後に解体されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 月読神社（つきよみじんじゃ） 

日本神道発祥の地とされる神社。小さな神社ですがパワースポットとして有名で、全国各地か

らの参拝があります。また、棋士は勝利祈願で参拝されるとのこと（つきよみ、つきをよむ…、

つぎをよむ……）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



☆「島根県ホームページでの情報提供」 

 「つや姫マイスター通信」と「つや姫栽培管理情報」を島根県ホームページでも掲載していま

す。 

 

◆ホームページアドレス 

http://www.pref.shimane.lg.jp/industry/norin/seisan/shinkou/komesinhinsyu.html 

 

□ お問い合わせ 

ＪＡしまね        島根県農業技術センター     島根県農産園芸課 

 米穀園芸部米穀課     技術普及部農産技術普及課    水田農業グループ 

   〃  総合指導課   TEL: 0853(22)6967        TEL: 0852(22)5129 

TEL: 0853(25)8691, 8594 


